（様式１）
平成２９年度国際先端科学技術研究機構（IROAST）事業

「若手研究者短期派遣支援制度」申請書
· 申請者
	所属部局等名
	

	職名
	

	領域
	□先進ナノ物質科学領域　□グリーンエネルギー領域　
□気水圏環境科学領域　□先進グリーンバイオ領域

	氏名
	ふりがな　　　

	
	　　　　　　

	生年月日
	　　　年　　　月　　　日
	満　　　才（派遣時）

	連絡先
	電話
	

	
	メール
	


　　　　
■所属部局の長（又は学科長、専攻長及び講座主任）の承認の有無 ※ □有　／　□無
	所属部局等名
	

	職名・氏名
	



· 研究課題名（和文４０字程度）

	課題名（和文）
	

	課題名（英文）
	


· 渡航期間

	　　平成　　年　　月　　日 ～ 平成　　年　　月　　日　　　計　　　日間


· 派遣先機関名称及び状況について

	派遣先機関名（所在地）
	状　　況　　等

	（例）

○○大学（アメリカ・ワシントン）

△△研究所（アメリカ・ワシントン）

	（例）

○○大学長名で内諾済み。

△△研究所□□教授に文書にて派遣先内諾済。



＊以下、（１）～（５）については、全体で２ページ以内となるよう適宜、枠の行幅を変更してください。
１１ポイントの文字で記入してください。
	(1)研究目的・内容
研究目的、研究方法、研究内容についてわかりやすく記述してください。
　

	(2)共同研究実施計画の具体的な概要
（採択された場合、派遣計画の詳細な研究実施計画を提出いただきます。）
　

	(3)共同研究の特色及び期待される成果（次の項目について記載してください。）

①これまでの先行研究等があれば、それらと比較して、本研究の特色、着眼点、独創的な点。

②国内外の関連する研究の中での当該研究の位置付け、意義。

　

	(4)研究交流の必要性と意義
日本学術振興会「二国間交流事業」、「外国人研究者招へい事業」、「研究拠点形成事業」等への申請など、国際交流事業の発展にどのようにつながるかを、申請予定を含めて明確に記入してください。

　

	(5)国際研究交流活動実績及びその実績と本申請課題との関係
①国際研究交流活動の実績。該当のない場合には「該当なし」と記入してください。

②本申請課題との関係
　


＊（６）についてはページの追加は可能です。適宜、枠の行幅を変更してください。
また１０ポイント以上の文字で記入してください。
	(6)申請者の主要研究業績

※必要に応じてページを追加してください。

※申請課題の内容に限ることなく、2012(平成24)年以降の研究業績について、著書、原著論文、国際会議論文、その他に区分し、新しいものから順に記載してください。）

※「査読の有無」を区分して記載してください。査読の有無に関わらず、印刷済及び採録決定済のものに限ります。査読中・投稿中のものは除いてください。

※著者（全員の氏名を、論文等での同一の順番で記し、申請者にアンダーラインを付してください）、題名、〔IF=　〕掲載誌名、巻号、pp. 開始頁 - 最終頁、発行年をこの順で記入してください。
1 著書
2 原著論文
3 国際会議論文

4 その他



(7)予定経費
	予定経費総額
	予定経費総額の内訳

	
	本制度による支援額
	その他の経費

	1 ＋②　　　　  （千円）
	1 　　　　　　　　（千円）

(短期500千円、中期800千円以内)
	②　　　　　　（千円）


	経費区分
	金額（千円）
	積算内訳

	[渡航費]

[滞在費]


	
	

	合　　計
	
	＊見積書を添付の上、ご記入願います。


	(8)人権の保護及び法令等の遵守への対応
本欄には、研究計画を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合に、どのような対策と措置を講じるのか記述してください。
例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、患者から提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、組換えＤＮＡ実験、動物実験など、学内外の倫理委員会等における承認手続きが必要となる調査・研究・実験などが対象となります。

なお、該当しない場合には、その旨記述してください。

	1 該当あり（　　）　該当がある場合には左記にチェックの上、対応を下記に記入してください。
2 該当なし（　　）　該当がない場合には左記にチェックをしてください。

	


4

